
 

西の池学園ショートステイ 

「育った場所で」 
 

 

 

 

 

昼間には、機嫌が良くても悪くても、大きな声で叫びながらドスンドスンと部屋を走り回ったり、夜中には急に悲鳴のよ 

     うな声を出したりと、近所に申し訳なくて身が縮む思いをすることがあります。 

我が家は不便な場所にあり、いつかはＪＲ駅近くに引っ越したいと思っていましたが、息子のこのような行動を受け入 

     れてもらえる新しい人間関係を作る事は困難だろうと、家族で話し合い、不便でも息子が子どもの頃から受け入れてもら 

っているこの地に住み続けようと結論を出しました。それならば近所の人たちに我慢してもらう事が少なくなるように、そし 

て私たちの新たなスタートを切る為に家の改築をする事にしました。 

息子が家に居る日に設計士さん、現場監督さんが打ち合わせに来られ、大きな体で階段を数段飛び降りたり、力強く 

     床を踏みしめながらドンドンする姿を見て、床の強化や防音の必要性を実感され、私たちの要望が大げさでない事を確 

認してもらいました。 

２か月間の工事期間中はショートステイを利用し、学園とこだまの 

往復と時々ヘルパーさんとの外出などで、なるべく普段と変わらない 

生活を送れるよう計画をたてていただきました。 

なぜ家に帰れないのかを理解できるよう伝えることや、見通しの持て 

る生活を送れるよう、色々と工夫して頂き大きな混乱もなく生活する 

ことが出来たようです。規則正しい生活を送れ、帰宅する頃には家に 

居るより穏やかな表情になっていました。 

工事中の生活をどうするかが一番の心配事でしたが思い切って相談 

し、協力して頂いたことでこの期間を乗り切る事が出来ました。本当にあ 

りがとうございました。 

工事が無事に終了し、帰宅した息子はきれいになった家を嬉しそうに 

探検し、新しくなった自分の部屋も気に入ってくれたようです。 

今も以前と変わらず大声をだすことがありますが、私は焦る事なく見守る事が出来、近所の方は「Ａくんの声が聞こえ 

     なくなって寂しいよ」と言って下さいます。 

迷惑をかけるのはお互い様・・とはいえ普段の生活の中で頭を下げることも多々ありますが、これから先も穏やかなご 

     近所付き合いでお互いに安心して生活できるよう努めていきたいと思っています。 

                      

      デイセンターこだま Ａさんのお母さん より 
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平成会サークル活動 

アフターファイブを利用して、週に 1回のペースでビー

チボールバレーをしています。 

参加人数が 20人近くおり、男女仲良く和気あいあいと楽

しく活動しています。 

職場だけではなく地域の方達と 

一緒に練習したりと、つながりが 

どんどん広がっています。 
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こ
の
た
び
、
高
屋
町
宮
領
地
区
に
、
男
性
用
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ホ
ー
ム

第
１
宮
領
」
を
新
築
・オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
特
に
補
助
金
を
交
付
い
た
だ
い
た
公
益
財
団
法
人
Ｊ

Ｋ
Ａ
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
生
活
す
る
際
の
拠
点
と

な
る
も
の
で
、
い
ま
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
施
設
の
一
つ
で
す
。 

ホ
ー
ム
第
１
宮
領
の
定
員
は
５
名
で
す
が
、
部
屋
は
７
室
あ
り
、
う
ち
２

室
は
地
域
の
方
の
緊
急
の
ご
利
用
の
た
め
の
も
の
で
す
。
当
ホ
ー
ム
は
、
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
度
は
、
当
ホ
ー
ム
の
近
接
地
で
、
生
活
介
護
事
業
所
の
建
設

に
着
手
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
度
以
降
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
隣
接

地
に
多
機
能
型
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
そ
こ
で
は
、
あ
お
ぞ
ら
ぱ

ん
屋
さ
ん
の
機
能
拡
張
を
図
る
と
共
に
、
当
法
人
の
通
所
利
用
者
へ
の
昼
食

提
供
や
施
設
の
清
掃
等
の
業
務
を
請
け
負
う
計
画
で
す
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ

ー
に
は
、
企
業
主
導
型
の
保
育
所
を
併
設
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
計
画
が
進
ん
で
行
く
と
、
将
来
的
に
は
当
地
に
、
第
２
・
第
３
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
共
に
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護
タ
ク
シ
ー
、
さ

ら
に
高
齢
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ニ
ー
ズ
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。 

そ
こ
で
、
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
当
地
区
に
「
共
生
社
会
」
が
出
現
し

て
い
る
姿
を
。
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
子
ど
も
も
お
年
寄
り
も
、
み

ん
な
一
緒
に
地
域
の
中
で
普
通
に
生
活
し
て
い
る
姿
を
。 

障
害
の
あ
る
方
は
そ
の
想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
面
で
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
生
活

の
し
づ
ら
さ
の
内
容
や
程
度
を
周
り
の
も
の
が
理
解
す
れ
ば
、
地
域
で
共
に

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

そ
う
し
た
公
平
で
優
し
さ
の
あ
る
社
会
の
創
出
を
、
私
た
ち
は
目
指
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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車両整備のお知らせ 
この度広島県共同募金会より、平成２８年度ＮＨＫ歳末

たすけあい助成金の交付を受け、日産キャラバンを整備

しました。利用者の送迎や外出に、永く大切に使わせて

頂きます。ありがとうございました。 

平成会サークル活動 

 

アフターファイブを利用して、週に 1回のペースで

ビーチボールバレーをしています。 

参加人数が 20人近くおり、男女仲良く和気あいあい

ショートステイ 

～地域で生活する為に～ 

平成会の事業所の一つであるデイセンターこだまに通所されているＡさんのお宅がリフォームを行うにあたり、その間Ａ

さんは西の池学園で長期のショートステイを利用されました。その事について、Ａさんのお母さんよりご寄稿頂きました。 

 

 

昼間には機嫌が良くても悪くても、大きな声で叫びながらドスンドスンと部屋を走り回ったり、夜中には急に悲鳴のよ

うな声を出したりと、近所に申し訳なくて身が縮む思いをすることがあります。 

我が家は不便な場所にあり、いつかはＪＲ駅近くに引っ越したいと思っていましたが、息子のこのような行動を受け入

れてもらえる新しい人間関係を作る事は困難だろうと、家族で話し合い、不便でも息子が子どもの頃から受け入れてもら

っているこの地に住み続けようと結論を出しました。それならば近所の人たちに我慢してもらう事が少なくなるように、

そして私たちの新たなスタートを切る為に家の改築をする事にしました。 

息子が家に居る日に設計士さん、現場監督さんが打ち合わせに来られ、大きな体で階段を数段飛び降りたり、力強く床

を踏みしめながらドンドンする姿を見て、床の強化や防音の必要性を実感され、私たちの要望が大げさでない事を確認し

てもらいました。 

２か月間の工事期間中はショートステイを利用し、学園とこだまの 

往復と時々ヘルパーさんとの外出などで、なるべく普段と変わらない 

生活を送れるよう計画をたてていただきました。 

なぜ家に帰れないのかを理解できるよう伝えることや、見通しの持て 

る生活を送れるよう、色々と工夫して頂き大きな混乱もなく生活する 

ことが出来たようです。規則正しい生活を送れ、帰宅する頃には家に 

居るより穏やかな表情になっていました。 

工事中の生活をどうするかが一番の心配事でしたが思い切って相談し、 

協力して頂いたことでこの期間を乗り切る事が出来ました。本当にあり 

がとうございました。 

工事が無事に終了し、帰宅した息子はきれいになった家を嬉しそうに 

探検し、新しくなった自分の部屋も気に入ってくれたようです。 

今も以前と変わらず大声をだすことがありますが、私は焦る事なく見守る事が出来、近所の方は「Ａくんの声が聞こえ

なくなって寂しいよ」と言って下さいます。 

迷惑をかけるのはお互い様・・とはいえ普段の生活の中で頭を下げることも多々ありますが、これから先も穏やかなご

近所付き合いでお互いに安心して生活できるよう努めていきたいと思っています。 

                      

       デイセンターこだま Ａさんのお母さん 
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平成会の事業所の一つであるデイセンターこだまに通所されているＡさんのお宅がリフォームを行う   

 にあたり、その間Ａさんは西の池学園で長期のショートステイを利用されました。その事について、Ａさ  

 んのお母さんよりご寄稿頂きました。 

 

～ホーム第 1宮領が完成～ 

 
送迎車を整備しました 

 
この度広島県共同募金会より、平成２８年度ＮＨＫ

歳末たすけあい助成金の交付を受け、日産キャラバン
を整備しました。利用者の送迎や外出に、永く大切に
使わせて頂きます。ありがとうございました。 
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